
日
本
霊
異
記
古
写
本
間
に
於
け
る
「
忽
ち
急
」
字
の
異
同
の
成
立

て
　
は
じ
め
に

二
、
日
本
霊
異
記
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
用
法

1
　
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
用
法
－
諸
本
共
通
部
分
の
帰
納
－

I
　
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
類
義
字
の
用
法

l
　
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
異
同
の
分
析

三
、
和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
用
法

I
　
　
表
出
す
る
位
置
と
下
接
す
る
動
詞
の
検
討

1
　
　
将
門
記
に
於
け
る
異
同
の
分
析

四
、
む
す
ぴ

一
、
は
じ
め
に

日
本
霊
異
記
の
古
写
本
問
に
は
、
所
用
漢
字
に
多
く
の
異
同
が
看
取
さ
れ

る
。
そ
の
異
同
の
原
因
を
究
明
す
る
た
め
、
先
に
、
類
義
字
「
＃
」
　
「
拉
」

①

　

　

　

　

　

　

⑧

字
、
「
也
」
　
「
英
」
字
の
関
係
に
つ
い
て
考
案
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
者
の
異

同
に
は
、
漢
文
訓
読
史
上
の
訓
法
・
用
法
の
変
化
の
影
響
が
見
ら
れ
、
又
、
後

者
の
異
同
に
は
、
和
化
漢
文
用
字
史
の
反
映
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
は
、
史
的
な
要
因
に
よ
る
異
同
で
あ
る
。

こ
の
他
、
流
派
・
教
学
の
別
な
ど
に
よ
る
、
社
会
的
な
苔
写
背
景
に
畢
づ
く

も
の
、
意
識
的
改
定
、
或
い
は
こ
れ
ら
意
図
的
な
も
の
と
は
別
の
、
無
意
国
的

鈴
　
木
　
　
　
恵

な
、
単
な
る
誤
写
等
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
多
角
的
見
地
か
ら
の
用
字
法
研

究
が
要
求
さ
れ
る
。
本
稿
も
亦
、
か
よ
う
な
観
点
に
畢
づ
く
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
標
記
の
「
忽
」
　
「
急
」
両
字
は
、
古
字
書
に
は
次
の
よ
う
に
載

録
さ
れ
て
い
る
。

先
ず
、
観
智
院
本
顆
緊
名
義
抄
に
は
（
声
点
略
）
、

○
忽
鐙
り
㌍
㌢
カ
＝
ル
利
叩
㌢
ホ
璃
㌢
ナ
㍍
㌢
オ
㌶
棚
丁
ラ
L
（
法
中
野
1
）

○
急
告
㌶
ナ
＝
シ
つ
㌣
ハ
㌶
㌔
、
　
（
法
中
聖
6
）

と
あ
り
、
又
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
は
（
※
印
の
字
に
は
合
点
が
ら
ち
）
、

○
忽
タ
チ
；
急
乍
欽
遺
据
玲
桁
相
緬
余
情
掲
秋
和
飲
」
頓
恍
惚
逸
法
等
（
黒
川

本
・
中
辞
字
8
ウ
7
）

○
※
通
告
ヤ
」
迅
劇
※
早
税
遽
鵬
走
頓
迭
元
垂
由
孟
佼
※
促
患
淡
急
空
相
接

遇
」
造
韮
鉄
等
掴
風
蚤
緊
隻
反
渦
放
校
却
俄
迫
林
頻
奴
」
農
越
移
．
達
喝
㌫

極
夙
避
疾
服
俊
敏
傍
巳
上
述
也
　
　
（
前
田
本
・
下
辞
字
1
1
。
オ
6
「
銘
」
は
i
J
ケ
チ
）

○
※
俄
〓
㌍
り
※
頓
※
屯
率
枠
璧
九
十
忽
疫
」
※
暴
弱
泊
便
姻
肢
劇
同
止
は
甫

抽
戻
出
交
延
早
紋
霞
」
狩
強
遽
璃
卒
斗
巳
上
周
　
（
前
田
本
・
上
辞
字
3
9
ウ
3
）

の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
忽
」
字
は
、
類
緊
名
義
抄
で
は
「
タ
チ
マ
チ

ニ
」
　
「
ニ
ハ
カ
」
等
の
訓
が
あ
り
、
色
業
字
類
抄
で
は
「
タ
チ
マ
チ
」
の
初
掲

字
、
及
び
「
ニ
ハ
カ
ニ
」
の
第
八
位
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
「
急
」
字
は
、
前
者
に
「
ス
ミ
ヤ
カ
ナ
リ
」
　
「
タ
チ
マ
チ
」
等
の
訓
が
見

10



ら
れ
、
後
者
で
は
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
第
十
五
位
に
合
点
付
で
掲
出
さ
れ
る

外
、
「
タ
チ
マ
チ
」
の
第
二
位
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
以
上
二
種
の

古
宇
容
で
は
、
少
な
く
と
も
「
忽
」
字
に
「
ス
、
、
、
ヤ
カ
ニ
」
の
訓
は
存
在
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
か
ら
、
両
字
が
極
め
て
近
似
し
た
字
義
と
訓
と

を
備
え
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

で
は
、
両
字
は
中
国
の
資
料
に
於
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
内
容
面
で
比
較
的
霊
異
記
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
、
金
剛
波
若
経

③

　

　

①

集
験
記
、
冥
報
記
を
選
択
し
、
こ
れ
に
、
妙
法
蓮
華
経
を
加
え
て
、
両
字
の
表

出
す
る
位
霞
、
す
な
わ
ち
、
地
の
文
中
と
会
話
文
中
と
の
別
、
或
い
は
、
両
字

に
下
接
し
連
用
修
飾
さ
れ
る
動
詞
の
別
と
い
う
、
二
つ
の
観
点
に
よ
り
分
析
を

試
み
た
。
更
に
、
同
様
の
方
法
で
、
そ
の
類
義
字
の
検
討
も
行
っ
た
。
但
し
、

動
詞
化
、
及
び
名
詞
化
し
た
も
の
は
除
外
し
、
形
容
動
詞
終
止
形
は
※
印
で
示

し
た
。
括
弧
内
は
用
例
数
で
あ
る
。

A
金
剛
波
若
経
集
験
記

○
速
蒸
2
1

0
迅
速
〔
竺
】

B
冥
報
記

○
確
忽
（
会
〕
1

0
忽
蕪
”

○
忽
然
〔
竺
1
0

0
枚
忽
〔
鳩
）
1

0
忽
【
竺
2
7

0
奄
然
（
増
〕
1

0
暴
【
埼
）
2

0

急

薫

2

5

0
危
急
【
地
〕
1

0
‥
∵
‥
．
‖

〔
下
按
劫
伺
〕

失
火
（
1
）
流
（
1
）
開
（
1
）
睦
（
1
）
痛
（
1
）
病
妻
（
1
）
鳴

（
1
）
見
（
1
）
似
（
1
）
遠
（
1
）

至
（
1
）

有
（
7
）
聞
（
5
）
見
（
4
）
逢
（
4
）
驚
起
（
1
）
寵
児
（
1
）
流

（
1
）
遇
（
1
）
墜
（
1
）
宋
（
1
）
得
（
1
）

化
（
1
）

起
（
2
）

喚
取
（
1
）
走
（
1
）
入
（
1
）
去
（
1
）
蹄
（
1
）
来
（
1
）
憶
（
1
）

※

（

1

）

謁
経
（
1
）
平
安
（
1
）
鋪
化
（
1
）
得
（
1
）
降
（
1
）

○
俄
而
〔
地
〕
3

0
俄
蕪
2
。

○
暴
崩
議

○
急
蒸
5
2

0
甚
急
〔
竺
】

○
早
玩
㌫

○
速
（
会
〕
ュ

○
疾
遠
）
1

C
妙
法
蓮
華
経

○
忽
然
箪
り

○
忽
蕪
1
4

0
頓
〔
会
】
3

0
急
遠
請

○
速
蕪
1
2
1

従
（
1
）
告
（
1
）
放
（
1
）

∴

H

（

1

）

顆
託
（
1
）

見
（
2
6
）
有
（
4
）
閲
（
2
）
原
累
（
1
）
呼
叫
（
1
）
解
落
（
1
）
駐

（
1
）
店
（
1
）
至
（
1
）
還
（
1
）
閉
（
1
）
奉
（
1
）
謂
（
1
）
言

（
1
）
追
（
1
）

昆
霞
（
1
）
命
終
（
1
）
植
（
1
）

至
（
2
）
有
（
2
）
見
（
1
）
肝
（
1
）
鐸
（
1
）
失
（
1
）

病
死
（
4
）
死
（
4
）
病
率
（
1
）
亡
（
1
）
送
（
1
）

去
（
2
）
避
（
1
）
還
（
1
）
作
（
1
）
怒
（
1
）
※
（
1
）

※

（

1

）

死
（
1
）
去
（
1
）
還
（
1
）
褒
（
1
）
識
（
1
）

造
（
1
）

善
除
（
1
）

賛
成
（
1
）
化
生
（
1
）
火
起
（
1
）
出
（
1
）
得
（
1
）

遇
（
2
）
現
（
1
）
衆
（
1
）
生
（
1
）

止
（
1
）
弊
（
1
）
乏
（
1
）

四
向
（
1
）
牽
（
1
）
追
（
1
）
※
（
1
）

出
（
3
）
得
（
3
）
成
就
（
1
）
出
来
（
1
）
除
（
1
）
成
（
1
）
於

（
1
）
設
（
1
）
※
（
1
）
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以
上
の
結
果
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
三
資
料
共
に
、
「
奄
然
」
　
「
忽
然
」



「
忽
」
　
「
暴
」
　
「
俄
」
　
「
頓
」
字
等
の
、
「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
「
ニ
ハ
カ
ニ
」
と
訓

ず
る
と
予
想
さ
れ
る
淡
字
は
、
地
の
文
中
に
比
較
的
多
く
表
出
す
る
が
、
「
速
」

「
早
」
　
「
急
」
字
等
の
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
ず
る
と
予
想
さ
れ
る
茨
字
は
、

必
ず
し
も
会
話
文
中
に
多
出
す
る
と
い
う
傾
向
は
看
取
さ
れ
な
い
。
又
、
下
接

す
る
動
詞
は
、
前
著
に
は
「
見
」
　
「
聞
」
　
「
有
」
　
「
死
」
　
「
病
死
」
　
等
、
後

者
に
は
「
去
」
　
「
還
」
　
「
蹄
」
　
「
死
」
等
が
多
い
と
い
う
傾
向
は
あ
る
も
の

の
、
双
方
に
存
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
三
資
料
に
は
、
明
確

な
使
い
分
け
が
あ
る
と
は
把
挺
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
如
上
の
分
析
結
果
を
m
ま
え
た
上
で
、
日
本
㌶
果
記
に
於
け
る

両
字
の
用
法
、
異
同
の
分
析
を
同
前
の
方
法
で
行
い
、
他
の
和
化
挟
文
資
料
と

比
較
し
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
忽
」
　
「
急
」
字
間
の
異
同
が
如
何
な
る
理

由
で
生
じ
た
か
を
探
っ
て
み
た
い
。

二
、
日
本
毘
異
記
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
辛
の
用
法

日
本
霊
異
記
の
古
写
本
各
々
に
つ
き
、
両
字
の
字
体
を
帰
納
す
る
と
（
字
体

表
は
省
略
）
、
両
字
の
字
形
が
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
こ
の
中

に
は
、
「
急
」
字
に
「
忽
」
字
を
詔
書
し
た
例
も
あ
り
、
転
写
過
程
で
誤
写
が
生

じ
る
こ
と
も
十
二
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両
字
の
出
現
す
る
来
迎
院

本
・
裏
福
寺
本
・
前
田
家
本
・
国
会
図
封
館
本
に
関
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
区

別
が
見
受
け
ら
れ
る
。

「
急
」
字
の
出
現
し
な
い
唯
一
の
写
本
で
あ
る
、
興
福
寺
本
の
「
忽
」
字
の

字
体
は
、
努
の
第
二
面
目
に
よ
り
大
き
く
二
分
で
き
、
〔
甲
〕
　
「
怨
」
を
「
忽
」

¢

　

　

　

　

仇

字
、
〔
乙
〕
　
「
急
」
　
「
至
　
「
怨
（
鍔
等
」
　
「
之
（
踪
）
」
を
「
急
」
字
と

し
て
処
理
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
同
本
の
「
忽
」
字
の
努
、
「
勿
」

字
を
見
る
限
り
、
や
は
り
「
ワ
」
と
「
わ
」
の
二
休
が
存
す
た
め
、
共
に
「
忽
」
字

と
し
て
認
定
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
以
下
は
こ
れ
ら
現
存
本
の
字
体
の
区
別
に
従
い
、
打
刻
・
分
析
を

行
っ
た
。1
「
忽
」
　
「
急
」
辛
の
用
法
－
諸
本
共
通
部
分
の
帰
納
－

こ
こ
で
は
、
口
木
小
．
Ⅱ
異
記
の
「
忽
」
　
「
急
」
字
に
つ
き
、
古
写
本
閏
に
共
通

す
る
部
分
に
於
い
て
、
そ
の
表
出
す
る
位
置
（
地
の
文
中
、
会
話
文
中
）
、
並
び

に
、
下
接
す
る
動
詞
（
披
逆
用
位
飾
語
）
　
の
二
つ
の
親
点
に
従
い
、
伎
い
分
け

の
有
無
を
探
る
。
用
例
は
、
上
巻
で
は
興
福
寺
本
の
本
文
を
、
中
・
下
巻
で
は

来
迎
院
本
の
本
文
を
掲
げ
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
諸
本
名
に
は
次
の
暗
号
を
用

い
た
。
　
輿
轟
寺
本
－
㊦
来
迎
院
本
1
命
二
皐
福
寺
本
－
Q
前
田
家
太
－
㊦

国
会
図
台
館
本
（
三
昧
院
本
）
－
⑳

尚
、
用
例
右
傍
の
波
綾
は
下
接
の
動
詞
、
括
弧
内
は
所
在
、
以
下
地
の
文

「
地
」
、
会
話
文
「
会
」
の
別
を
示
し
て
い
る
。
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A
．
諸
本
共
に
「
忽
」
字

〔
熟
　
字
〕

○
忽
然

間
　
然
後
屈
斑
忽
然
命
終
（
上
田
㊦
1
3
オ
6
）
㊦
忽
然

（7）（6）（5）（4日3日2）

彼
師
忽
然
不
顆
焉
（
上
廿
㊥
m
）
㊦
忽
然

三
日
之
後
忽
然
火
起
内
外
は
倉
一
時
唐
突
（
上
廿
三
㊥
㍑
）
⑳
忽
然

其
狼
女
於
猥
甑
之
家
忽
然
得
病
（
上
机
一
㊥
4
3
6
）
㊦
忽
然

一
〃
引
力
〕

地∴地　地

路
不
加
刑
舘
心
放
言
∩
咽
斜
忽
然
而
死
（
中
十
八
◎
目
し
U
忽
然
会
（
説
明
）

〔
プ
ノ
⊥
∴

共
紫
皮
上
忽
然
化
生
稲
靭
帯
像
（
下
八
①
目
す
5
）
の
一
旬
軸
忽
然
　
　
地

こ
峡
カ
。

道
之
二
日
副
子
見
之
提
其
像
臆
如
桃
指
物
忽
矧
値
頃
（
下
十
一
⑦
2
1
ウ
2
）

◎
e
㊦
忽
然
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地



（
見
カ
〕

㈲
　
田
老
忽
然
火
起
不
党
焚
焼
（
下
村
二
⑳
等
3
）
㊥
◎
忽
然
　
　
　
地

「
忽
」
字
を
含
む
熟
字
例
は
十
二
例
存
し
、
そ
の
主
な
も
の
は
こ
の
　
「
忽

然
」
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
川
の
如
く
、
「
突
然
死
ぬ
」
　
こ

と
、
或
い
は
、
㈲
同
の
よ
う
に
、
「
突
然
姿
を
消
す
」
　
「
突
然
病
気
に
な
る
」

こ
と
等
、
突
発
的
に
意
外
な
事
実
が
生
ず
る
こ
と
を
表
わ
し
、
佃
を
除
き
凡
て

地
の
文
中
に
於
い
て
拾
わ
れ
る
。
糊
は
、
会
話
文
中
な
が
ら
も
説
明
表
現
に
当

る
。
こ
こ
に
所
謂
説
明
表
現
と
は
、
第
三
者
的
な
報
告
を
旨
と
す
る
狭
弟
の
も

の
で
あ
る
が
、
自
己
の
意
志
を
告
知
す
る
意
志
表
現
も
こ
れ
に
含
め
た
。

「
伎
」
字
は
俗
字
で
、
前
田
家
本
に
は
傍
訓
な
が
ら
、
「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
の
仝

訓
附
訓
例
が
あ
る
。

［
単
　
字
］

」
せ
と

遺
望
高
密
遭
其
岡
故
流
離
而
行
忽
何
遵
椅
乳
無
船
過
渡
克
由
（
上
六
⑳

㈱
　
蟹
組
四
年
奨
丑
四
月
下
旬
．
蝦
　
　
　
忽
庫
而

サ

二
⑳
銅
巾
5
）
◎
㊥
忽
率
　
⑳
忽
卒

チ

囲
　
限
規
少
分
露
命
不
畢
同
音
録
而
忽
率
罷
（
下
冊
㊦
等
1
）

○
忽
卒
・
忽
率

エ
ヒ
ス
　
〔
究
）
脱
力
　
コ
．
レ
シ
ー
ー
シ
サ
　
（
▼
こ
（
死
力
）

（
下
廿地

⑳
㊦
忽
率

（17）（16）鵬（ll）（18）

会
（
説
明
）

脚
の
来
迎
院
本
と
国
会
本
の
「
忽
卒
」
は
、
脚
と
の
関
連
よ
り
誤
写
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
「
率
」
「
卒
」
共
に
類
緊
名
義
抄
に
「
エ
バ
カ
ニ
」
と
あ
り
、
文

意
も
両
例
「
突
然
死
ぬ
」
で
あ
る
た
め
、
断
定
は
で
き
な
い
。
榊
は
地
の
文
中
、

脚
は
会
話
文
の
説
明
表
現
中
に
表
出
す
る
。

○
忽
而

刷
　
牛
聞
流
涙
長
息
忽
而
死
（
上
廿
㊥
禦
㊦
忽
而

地

地
の
文
中
に
て
「
突
然
死
ぬ
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
脚
の
「
忽
然
而
」
同
様
、

「
而
」
字
を
助
字
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

○
腫
忽
ク

　

　

　

　

　

　

一

t

タ
チ
†
チ
．
1

の　佃　幽　餌　　拗　　輯　飢）¢功（l功

冊
）
㊥
忽

（
い
．
）

々
克
之
後
従
丹
下
遺
老
公
不
見
其
舟
忽
失
（
上
六
㊧
Ⅲ
）
㊦
忽

（相）
々
貸
子
稽
売
物
可
償
瞑
保
忽
怒
昌
枝
（
上
廿
三
㊥
3
3
4
）
㊦
忽

終
到
嶋
下
郡
昧
木
盟
忽
得
病
式
亭
叫
言
（
上
廿
七
㊥
3
7
2
）
◎
忽

慶
等
一
年
乙
巳
秋
九
月
十
五
日
庚
申
広
間
忽
死
（
上
拙
㊦
聖

〔
ウ
〕
　
カ

ノ
コ
テ
干
ラ
メ
ク

沙
悶
座
頭
椚
血
愉
異
而
忽
不
輿
（
中
一
⑤
7
ウ
2
）
◎
㊦
忽

一
一

七
年
祭
畢
忽
得
重
病
（
中
五
㊦
り
ウ
5
）
の
⑳
忽

聖
武
天
皇
代
衣
女
忽
得
病
（
中
廿
五
0
5
1
4
）
⑳
忽

地

㊦
忽

地　地　　地　地　地　地　地

相
良
久
彼
毘
膳
忽
不
現
（
下
廿
七
㊦
捕
。
2
）
㊦
順
忽
　
⑳
使
忽

地

地
の
文
中
に
存
し
、
「
突
然
姿
を
消
す
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
真
福
寺
本
の

タ
チ
マ
チ
ニ

立
塔
之
後
其
子
忽
死
（
中
州
〔
竃
㌍
⑳
忽
　
　
　
　
　
地

忽
値
荒
波
膵
船
沈
海
大
穂
溺
流
　
放
　
取
天
使
（
下
四
⑦
冒
5
）
◎
㊦

忽
　
　
　
　
　
　
　
〔
乗
勝
義
力
　
　
　
会
（
説
明
）

長
至
己
家
門
従
馬
賂
下
堅
不
得
不
忽
与
　
騰
空
而
往
纏
行
者
之
庭
（
下

十
四
⑳
銅
ナ
2
）
◎
㊥
忽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

従
。
鼻
流
血
両
目
纏
等
忽
珂
（
下
廿
九
⑦
4
。
オ
5
）
◎
㊥
忽
　
　
地

組
大
風
肘
破
彼
三
（
下
冊
二
⑳
晋
2
）
◎
㊥
忽
　
　
　
　
　
　
地

荘
溜
譜
細
流
（
下
丹
三
⑳
冒
3
）
◎
㊥
忽
　
　
　
　
地

笠
筑
紫
備
後
閥
松
浦
郡
人
火
君
之
氏
忽
死
而
至
攻
魔
閲
（
下
村
五
㊦
弼
す
5
）

∂
忽
◎
忽
然
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

単
字
例
は
、
以
上
十
五
例
存
す
。
㈹
の
「
突
然
橋
が
壊
れ
る
」
、
間
の
「
突
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然
死
ぬ
」
等
で
示
さ
れ
る
如
く
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
熟
字
「
忽
然
」
と

大
同
で
、
餌
の
「
突
然
荒
波
に
値
う
」
一
例
が
会
話
文
の
説
明
表
現
中
に
存
す

外
は
、
凡
て
地
の
文
中
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
忽
」
字
は
熟
字
・
単
字
共
に
、
突
然
意
外
な
こ
と
が
起
る

場
合
に
用
い
ら
れ
、
下
接
す
る
動
詞
に
は
「
死
」
「
得
病
」
「
不
硯
」
等
が
頻

用
さ
れ
る
。
し
か
も
、
ほ
ぼ
地
の
文
中
に
占
め
ら
れ
、
例
外
脚
川
田
も
凡
て
会

話
文
の
説
明
表
現
中
に
出
現
す
る
。

B
、
諸
本
共
に
「
急
」
字

［
熟
字
］

○
急
々

餌
便
母
取
著
急
々
還
去
以
食
賛
（
中
州
四
⑳
6
72
）
⑳
急
々
地

熟
字
は
こ
の
一
例
で
、
「
急
い
で
還
り
去
る
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
地
の
文

中
に
拾
わ
れ
る
が
、
先
の
「
突
然
」
と
は
意
味
が
異
な
る
。
こ
の
「
急
々
」
は
、

㈲
召
錦
部
岡
万
呂
承
和
此
帆
剣
か
寮
威
容
向
愈
々
雲
（
S
K
82
0
土
増
堕

⑥の
如
く
、
既
に
平
妓
宮
木
簡
に
も
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。

［
単
字
］
〔
小
カ
）
〔
白
カ
）

幽
則
胎
机
与
少
刀
持
出
自
急
判
許
（
中
五
⑳
州
）
㊥
急
会
（
命
令
）

的
流
聞
大
安
寺
丈
六
備
衆
生
所
腰
急
能
施
賜
買
花
香
油
（
中
廿
八
⑳
5
6
6
）

カ
l
一

⑳
急
地
（
伝
聞
）

l
t

国　　　的　栂　的

原
我
施
闊
早
脱
急
施
療
夜
業
頗
（
中
州
四
⑳
間
）
⑳
急
会
（
命
令
）

．
一
沸
泣
白
言
莫
令
受
恥
我
急
施
財
（
中
州
四
⑳
6
6
6
）
⑳
急
会
（
命
令
）

〔
十
〕
脱
力

明
日
夫
云
以
絹
十
疋
米
俵
逢
妻
而
言
絹
麒
縫
衣
服
米
急
作
酒
（
中
村
四

－
1
⑳
6
7
4
）
⑳
急
会
（
命
令
）

．
t
ヵ
ト
ホ
コ
チ
ツ
キ
【
将
カ
）

喚
廣
足
言
閥
急
召
汝
以
戟
粟
背
立
前
遥
拝
（
下
九
⑳
・

。
オ
6
）
◎
㊥

⑳
急
会
（
説
明
）

単
字
例
は
、
例
え
ば
糾
「
す
ぐ
に
酒
を
作
れ
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
会
話

文
の
命
令
表
現
中
に
四
例
拾
わ
れ
る
。
剛
は
地
の
文
中
に
存
す
が
、
「
大
安
寺

の
丈
六
の
仏
が
、
衆
生
の
願
を
す
ぐ
に
よ
く
施
し
て
下
さ
る
と
伝
え
聞
い
て
」

の
文
意
で
、
伝
輿
す
な
わ
ち
一
種
の
会
話
文
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
国
は

説
明
表
現
中
に
あ
り
、
例
外
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
下
接
す
る
動
詞
に
は
「
施
」

が
多
く
、
「
忽
」
字
の
そ
れ
と
重
な
る
も
の
は
見
当
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
「
急
」
字
は
会
話
文
中
に
あ
り
、
し
か
も
命
令
表
現
に
用
い

ら
れ
る
例
が
多
い
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
意
外
性
を
示
す
「
突
然
」
の
意
味

は
な
く
、
既
知
の
動
作
が
実
現
す
る
ま
で
の
、
時
間
的
な
短
か
さ
を
要
求
す
る

場
面
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
忽
」
　
「
急
」
両
字
が
、

日
本
霊
異
記
内
で
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

I
　
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
類
義
字
の
用
法

次
に
、
こ
の
弁
別
の
基
準
が
、
同
じ
く
突
発
性
、
時
間
的
な
短
か
さ
を
表
わ

す
類
義
字
に
も
通
用
し
得
る
か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
。
只
、
「
早
」
　
「
疾
」

二
字
は
、
地
の
文
中
、
会
話
文
中
に
限
定
さ
れ
ず
、
殊
に
「
早
」
字
は
、
「
朝

早
く
」
と
い
う
時
刻
が
早
い
場
合
に
用
い
ら
れ
る
例
も
存
す
る
た
め
、
形
容
詞

「
ハ
ヤ
シ
」
　
「
ト
シ
」
を
表
わ
す
漢
字
と
し
て
、
こ
れ
を
除
外
し
た
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
「
膿
」
　
「
伎
」
　
「
奄
然
」
　
「
勃
然
」
　
「
慌
然
」
　
「
俄
」
　
「
頓
」

「
卒
」
「
率
」
「
遣
」
「
速
」
　
「
楓
」
　
「
疇
」
　
「
埴
」
の
十
三
種
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
の
う
ち
、
「
條
」
字
は
熟
字
「
膳
忽
」
　
（
前
掲
）
二
例
、
単
字
四
例
、

「
煉
」
字
は
熟
字
「
伎
忽
」
　
（
前
掲
）
一
例
、
単
字
五
例
、
「
卒
」
字
は
熟
字

「
卒
酎
」
二
例
、
「
忽
卒
」
　
（
前
掲
）
一
例
、
単
字
一
例
、
「
率
」
字
は
熟
字

「
忽
率
」
　
（
前
掲
）
二
例
、
単
字
一
例
で
あ
り
、
「
奄
然
」
二
例
、
「
勃
然
」

一
例
、
「
慌
然
」
一
例
は
、
各
々
こ
の
熟
字
と
し
て
、
又
、
「
俄
」
字
一
例
、

「
頓
」
字
五
例
は
、
双
方
こ
の
単
字
例
と
し
て
存
す
。

14



こ
れ
ら
は
、
全
三
十
例
中
二
十
五
例
が
地
の
文
中
に
存
し
、

五
條
カ
〕
　
－
～

国
　
母
経
三
年
陣
魔
　
得
病
臨
命
終
時
撫
子
噴
閻
而
斯
之
言
（
中
四
十
一
⑳
聖

⑦
⑳
欠

T
l
カ
）

的
　
委
自
言
質
如
白
偵
忽
免
應
還
（
下
九
◎
Ⅲ
）
㊦
⑳
修
急

的
　
時
千
万
餃
人
勃
然
出
来
解
粗
目
（
中
五
⑳
1
4
ウ
2
）
の
⑳
勃
然

的
　
前
掲
用
例
州

的
　
莫
近
我
々
頓
欲
焼
（
上
十
一
㊥
m
）
の
頓

の
僅
か
に
五
例
が
、
会
話
文
中
に
拾
わ
れ
る
。
し
か
し
、
何
れ
も
説
明
表
現
中

の
例
で
あ
る
。
只
、
的
は
例
外
で
、
「
す
ぐ
に
免
せ
」
の
文
恵
と
考
え
ら
れ
、

「
突
然
」
の
意
は
な
い
。

又
、
こ
れ
ら
に
は
訓
釈
も
多
く
附
さ
れ
、
「
伎
然
」
に
「
忽
也
」
、
及
び

「
忽
」
の
訓
漢
字
が
三
例
、
「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
の
仮
名
容
き
例
が
一
例
存
し
、

「
奄
然
」
の〔
耳
■
）
脱
カ
タ
チ
†
チ
ー
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
奄
力
一
　
　
哲
也

的
　
既
而
　
　
　
贋
不
現
（
下
八
⑳
け
ウ
1
）
⑳
純
然
㊥
奄
然
㊦
奄
然

［
後
註
訓
釈
］
◎
奄
然
忽
也
⑳
奄
然
忽
也

の
例
に
は
、
来
迎
院
本
に
仝
訓
附
訓
の
傍
訓
が
あ
る
外
、
前
田
家
本
本
文
右

傍
、
並
び
に
責
福
寺
本
・
国
会
本
の
訓
駅
に
「
忽
也
」
の
訓
漢
字
が
あ
る
。
「
勃

然
」
に
は
「
二
合
忽
也
」
、
「
慌
然
」
に
は
「
上
音
乎
反
訓
二
合
忽
也
」
の
訓

釈
が
一
例
ず
つ
存
す
。
但
し
、
「
眩
忽
」
の
訓
釈
は
、
国
会
本
で
は
二
例
を

「
急
也
」
と
し
て
い
る
。

尚
、
下
接
す
る
動
詞
と
し
て
は
、
「
忽
」
字
同
様
、
「
死
」
　
「
得
病
」
　
「
不

現
」
が
主
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
上
の
九
種
は
字
義
・
用
法
共
に
、
何
れ
も

「
忽
」
字
に
近
似
し
て
お
り
、
「
忽
」
字
と
同
じ
一
群
と
な
し
得
る
。

次
に
、
「
遠
」
字
は
熟
字
「
速
忽
」
二
例
、
単
字
七
例
で
、
「
晩
（
確
）
」

字
二
例
、
「
捷
」
字
一
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
字
例
と
し
て
存
す
。
以
上
は
、
仝

十
二
例
中
十
一
例
が
、

C
連
カ
〕
　
－
一
～
．

的
　
何
偶
今
連
往
英
遠
還
我
従
今
日
紀
子
三
日
諾
撃
只
東
市
中
必
法
（
中
十
九

⑳
川
）
倍
速

の
如
く
、
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
見
ら
れ
る
。
例
外
一
例
は
、

的
L
今
力
矧
被
如
谷
響
（
下
序
◎
1
）
㊦
鍵

の
よ
う
な
地
の
文
中
例
で
あ
る
が
、
文
恵
は
「
大
き
い
力
が
す
ぐ
に
人
の
上
に

被
い
か
ぶ
さ
る
」
と
考
え
ら
れ
、
「
急
」
字
に
近
い
意
を
呈
す
。
下
接
す
る
動

詞
は
、
「
還
」
　
「
往
」
　
「
施
」
が
主
で
、
こ
の
傾
向
も
亦
「
急
」
字
と
同
様
で

あ
る
。訓
釈
は
国
会
本
の
み
に
存
し
、
傍
訓
で
は
あ
る
が
、
「
現
」
字
に
　
「
ス
ミ

ヤ
カ
ニ
」
の
仝
訓
附
訓
例
が
見
ら
れ
る
外
、
訓
釈
「
急
也
」
が
あ
る
。
又
、

「
摘
」
字
に
も
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
仮
名
古
き
の
訓
駅
が
一
例
見
ら
れ
る
。
　
　
l

す
な
わ
ち
、
以
上
四
桂
は
、
字
義
・
用
法
共
に
「
急
」
字
に
近
似
し
て
お
　
1
5

り
、
こ
れ
も
「
急
」
字
と
同
じ
一
群
と
な
し
得
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
邁
」
字
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
破
餌
）

掴
　
化
翁
衆
資
別
　
遥
翳
聞
儀
常
紐
其
役
不
綴
（
上
六
⑳
聖

ヒ

サ

ハ

ヤ

ク

サ

　

ス

チ

的
　
信
組
組
密
以
状
英
之
（
中
廿
一
⑳
7
。
オ
3
）
◎
膣

的　的　的（姻

如

也

　

　

　

ハ

ハ

十

ク

ル

シ

ノ

疑
善
根
悪
報
割
賦
如
鏡
（
下
序
㊥
4
ウ
3
）
⑦
遣

⑳

遠

　

　

地地地

長
生
鳥
人
所
厭
不
加
行
喜
矧
珂
（
上
八
⑳
間
）
⑳
退
　
会
（
説
明
意
志
）

遥
之
三
日
告
今
送
還
（
中
十
九
◎
〓
）
⑳
退
　
　
　
　
　
会
（
命
令
）

二
子
白
母
言
屋
上
在
七
福
法
師
而
讃
経
英
遠
出
應
見
〒
廿
8
4
3
6
）

会
（
命
令
）

こ
の
六
例
は
凡
て
単
字
例
で
、
地
の
文
中
、
会
話
文
中
に
各
々
三
例
ず
つ
存

す
。
地
の
文
中
例
初
は
、
「
突
然
姿
を
消
す
」
と
い
う
意
で
、
し
か
も
、
国
会



本
な
が
ら
「
忽
也
」
の
訓
訳
が
あ
る
。
個
的
の
二
例
は
、
「
す
ぐ
に
」
　
の
恵

で
、
例
外
と
考
え
ら
れ
る
。

会
話
文
中
の
三
例
は
、
的
的
が
命
令
表
現
中
に
あ
り
、
的
は
会
詔
に
準
ず
る

心
語
と
し
て
自
ら
の
意
志
を
表
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
国
会
本
に

「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
の
仮
名
㌫
き
の
訓
駅
が
あ
る
。
下
接
す
る
動
詞
の
観
点
か
ら
は
、

ゆ
「
還
」
的
「
乗
」
的
「
死
」
が
例
外
と
な
る
。
こ
の
二
二
二
の
例
外
は
今
後

更
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の
意
味
と
訓
駅
が
附
さ
れ
た

状
況
と
に
よ
り
、
地
の
文
で
の
用
法
が
「
忽
」
字
に
、
会
話
文
で
の
用
法
が

「
急
」
字
に
近
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
の
検
討
に
よ
り
、
「
忽
」
字
と
「
急
」
字
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
H
本
市
・
違

記
内
部
で
、
地
の
文
・
会
話
文
の
、
表
わ
れ
る
位
置
の
別
、
下
接
す
る
動
翼
及

び
意
味
に
よ
っ
て
使
い
分
け
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
担
う
訓
は
、
「
忽
」
字

が
「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
、
「
急
」
字
は
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
が
当
る
こ
と
が
判
っ

た
。従
っ
て
、
現
存
諸
本
の
両
字
の
使
い
分
け
に
殆
ど
例
外
が
な
い
た
め
に
、
原

質
本
に
於
い
て
も
こ
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
こ

れ
は
霊
累
記
撰
述
者
で
あ
る
、
商
都
熟
柿
寺
沙
門
m
尿
戒
の
基
準
で
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
基
準
は
、
先
述
の
中
国
に
於
け
る
両
字
の
用
法
差

よ
り
も
、
更
に
明
確
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

Ⅲ
　
「
忽
」
　
「
急
」
辛
の
異
同

そ
こ
で
、
こ
の
基
準
に
則
り
、
異
同
の
状
況
を
検
討
し
て
み
る
。
分
類
項
目

は
、
先
に
続
く
も
の
と
し
て
C
よ
り
始
め
る
。

C
、
諸
本
に
異
同
が
あ
る
も
の

「
熟
　
字
］

○
速
忽

剛
　
々
仰
　
郡
故
々
不
法
災
速
忽
還
往
（
下
九
句
等
3
）
⑳
　
速
忽
㊦
⑳

〔

斯

カ

〕

　

　

　

I

 

r

努

力

〕

帥
　
可
山
期
　
客
耐
橡
辻
忽
昔
流
（
上
五
㊥
1
2
4
）
㊦
速
急

（
孔
）
「
印
カ
）
　
　
　
【
研
カ
）

会
（
命
令
）

速
急
会

（
命
令
）

○
げ
忽

㈹
　
前
掲
用
例
銅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
（
命
令
）

的
桝
の
「
速
忽
」
は
、
興
福
寺
本
に
見
ら
れ
、
「
速
急
」
が
前
田
家
本
、
国

会
本
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
「
遠
忽
」
を
用
法
に
準
っ
も
の
と
し
、
佃
の
「
睦

忽
」
も
、
他
に
こ
の
熟
字
例
が
存
す
る
こ
と
、
及
び
「
彼
忽
」
と
の
関
係
に
て

「
頒
忽
」
を
用
法
に
箪
っ
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
l
活
カ
〕

相
　
宥
衣
紋
作
造
義
道
義
者
忽
得
筑
病
両
耳
出
港
（
上
八
㊥
間
）
㊦
忠
　
地

錮
天
象
甜
翫
禦
（
上
十
七
㊥
m
）
⑳
飛
　
　
　
　
　
地

〔

白

カ

し

　

　

二

自

〕

脱

力

佃
　
従
夢
醍
㌣
而
思
怪
之
白
其
親
日
忽
　
緑
事
欲
往
伊
洩
（
上
十
八
㊥
聖

㊦
急
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
（
説
明
）

一
t
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幽
　
夏
日
坤
時
急
叩
門
喚
人
（
中
州
四
㊧
6
6
7
）
㊦
忽

u

い

h

′

▼

銅
　
水
甚
荒
忽
絶
粗
解
祇
過
渦
入
海
（
下
廿
五
Q
4
7
4
）
⑦
㊥
㊦
急

鍋
　
手
於
蹟
欄
陣
憲
行
遺
讃
陀
琵
尼
忽
走
軸
（
下
冊
六
◎
6
7
2
）
⑦
㊥
急
　
地

こ
の
六
例
は
、
銅
を
除
き
地
の
文
中
に
存
す
。
鍋
も
会
請
文
の
説
明
表
現
中

に
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
「
突
然
用
事
が
で
き
た
」
と
考
え
ら
れ

る
。

囲何個㊥

汝
烈
鳥
我
造
悌
鳥
相
田
罪
苦
（
上
州
㊤
川
）
⑳
急
　
　
　
会
（
命
令
）

（
に
カ
l

徴
用
之
日
用
於
苅
斤
故
召
汝
耳
今
老
忽
遺
（
下
廿
二
9
4
2
1
）
　
⑦
㊦
㊦

急
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
（
命
令
）

ニ
ラ
フ

非
人
悪
眼
眼
背
而
遺
之
言
恕
往
（
小
五
②
目
す
7
）
の
急
㊥
娘
会
（
命
令
）

著
之
短
針
而
注
謂
之
大
安
寺
大
任
多
鐘
状
銀
女
人
恐
急
以
之
蓬
寺
（
中
廿



八
◎
m
）
⑳
忽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

以
上
四
例
は
、
細
以
外
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
あ
る
。
餌
の
文
意
は
、

「
す
ぐ
に
送
る
」
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
先
の
使
い
分
け
の
基
準
に
照
合
す
る
と
、
的
か
ら
佃
ま

で
の
用
法
に
通
う
字
は
「
忽
」
字
で
あ
り
、
佃
か
ら
幽
ま
で
は
「
急
」
字
と
な

る
。
そ
こ
で
巻
毎
に
、
用
法
の
通
・
不
通
に
よ
り
諸
本
を
分
類
す
る
と
次
表
の

よ
う
に
な
る
。

＿「＿

糾許諾㌘
宙1本適薗‾

急

函「‾‾窃

㊥‾‾「‾諺

下　　巻

弁別に適う字

適する写本

不通の写本

忽

‾‾◎‾「‾◎丁◎「甘

．∵　二

上
巻
で
は
、
佃
を
除
き
興
福
寺
本
が
通
し
、

国
会
本
で
は
「
急
」
　
字
と
す

る
。
的
は
、
興
福
寺
本
で
唯
一
の
不
通
例
と
思
わ
れ
る
。
中
・
下
巻
で
は
、
真

福
寺
本
が
佃
的
以
外
適
す
る
他
、
前
田
家
本
に
は
「
忽
」
字
が
見
ら
れ
ず
、
国

会
l
本
に
も
佃
（
榊
は
適
）
以
外
そ
れ
が
見
受
け
ら
れ
な
い
。
国
会
本
で
は
、
こ

の
傾
向
が
訓
駅
に
も
及
ぶ
こ
と
は
前
述
し
た
。

又
、
釦
「
速
忽
」
の
熟
字
例
を
除
き
、
裏
福
寺
本
と
、
来
迎
院
本
・
前
田
家

本
・
国
会
本
三
本
と
が
、
何
れ
の
字
を
用
い
る
か
で
敢
然
と
区
別
さ
れ
て
お

り
、
古
写
本
間
に
群
分
け
が
で
き
る
。
こ
の
結
果
は
、
「
井
」
　
「
拉
」
字
に
於

け
る
検
討
結
果
と
は
多
少
異
な
る
が
、
「
也
」
　
「
突
」
字
と
は
近
似
し
て
い

⑦る
。
し
か
し
、
異
同
の
方
向
は
、
「
忽
」
字
へ
の
方
向
と
「
急
」
字
へ
の
方
向

の
二
様
が
存
し
、
「
井
」
　
「
出
」
字
が
「
拉
」
字
へ
の
方
向
の
み
、
「
也
」

「
英
」
字
が
「
也
」
字
へ
の
方
向
の
み
で
あ
る
こ
と
と
は
大
き
な
差
異
が
あ

る
。
従
っ
て
、
こ
の
異
同
の
原
因
は
、
前
二
者
と
は
多
少
異
な
る
と
こ
ろ
に
求

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

尚
、
D
一
本
の
み
に
あ
る
も
の
九
例
、
及
び
E
全
き
誤
写
一
例
は
紙
幅
の
都

合
上
省
略
し
た
。
こ
の
中
で
は
、

（
泉
〕
肌
カ

㈹
　
慣
黄
　
臨
火
物
菱
食
今
老
忽
魂
（
中
七
⑳
m
）

の
一
例
が
会
話
文
の
命
令
表
現
中
に
存
し
、
「
す
ぐ
に
還
れ
」
の
文
意
で
あ
る

た
め
、
「
急
」
字
と
あ
る
べ
き
例
で
あ
る
。
他
は
、
凡
て
前
述
の
用
法
に
通
う
。

三
、
和
化
漢
女
資
料
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
用
法

I
　
表
出
す
る
位
置
と
下
接
す
る
動
詞
の
検
討

こ
こ
で
、
日
本
霊
異
記
に
内
容
・
文
章
の
性
格
が
近
似
す
る
、
和
化
漢
文
資

料
の
う
ち
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
於
け
る
用
法
を
検
討
し
て
み
る
。

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
一

資
料
は
、
日
本
感
霊
録
久
安
三
年
点
、
前
田
家
本
三
宝
絵
寛
喜
二
年
点
を
主
と

⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
た
が
、
他
に
東
大
寺
祖
前
文
稿
、
真
布
寺
本
将
門
記
、
高
山
寺
本
古
往
来
を

用
い
た
。
方
法
は
第
一
節
に
準
じ
、
現
存
本
の
雷
写
年
代
順
に
掲
げ
た
。

A
東
大
寺
諷
前
文
看
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○
忽
（
竺
5

0
俄
（
竺
－

○
速
〔
地
〕
2

0
早
〔
柏
〕
1

0

疾

〔

竺

1

コ
下
接
凱
q
J

解
脱
（
1
）
成
（
1
）
現
（
1
）
免
（
1
）

生
（
1
）

解
脱
（
1
）
知
（
1
）

避
（
1
）

就
（
1
）

B
冥
福
寺
本
将
門
記

○
忽
〔
竺
5

0

急

〔

地

し

6

0
急
然
〔
会
）
，

○
火
急
〔
地
こ
一

〇
速
〔
地
し
1

0

早

蕪

4

6

向
（
1
）
企
（
1
）
開
（
1
）
有
（
1
）
欲
（
1
）

成
（
1
）
努
（
1
）
問
（
1
）
提
（
1
）
取
（
1
）
付
（
1
）

上
道
（
1
）

※

（

2

）

仰
（
1
）

近
道
（
2
）
去
（
2
）
整
（
1
）
詐
（
1
）
迎
（
1
）
上
（
1
）
黎
（
1
）

迫
（
1
）
萎
（
1
）

C
日
本
成
御
霊
録

○
膳
忽
〔
竺
1

0
懐
紙
〔
竺
1

0
膳
然
〔
竺
1

0
忽
（
地
】
2

0
暴
〔
地
ニ
ー

○
卒
研
（
率
爾
）

○
率
〔
地
）
。
－

○
俄
〔
竺
1

妻
交
（
1
）

還
去
（
1
）

撃
成
（
1
）

盗
取
（
1
）
宛
到
（
1
）

死
（
2
）

ハ
誓
〇
一
悶
絶
（
1
）
四
二
洛
（
1
）

掛
白
（
1
）
病
（
1
）

茄
（
1
）

○
速
〔
虫
竺

D
高
山
寺
本
古
往
来

○
俄
（
竺
2
　
　
走
死
（
1
）
殺
害
（
1
）

○
速
〔
柏
）
1
　
仲
通
（
1
）

○
早
〔
竺
7
　
差
遣
（
1
）
申
停
（
1
）
参
入
（
1
）
進
上
（
1
）
披
（
1
）
倍
（
1
）

替
（
1
）

E
前
田
家
本
三
宝
絵

○
忽
蕪
2
1
4
　
失
（
2
）
消
失
（
1
）
云
（
1
）
元
（
1
）
輿
1
）
如
（
1
）
抜
（
1
）

受
立
病
（
1
）
示
（
1
）
見
（
1
）
得
（
1
）
取
（
1
）
延
（
1
）
生

（
1
）
乗
（
1
）

○
俄
軍
2
1
。
　
受
病
（
2
）
剃
髪
（
1
）
掛
軸
（
1
）
起
吹
（
1
）
驚
（
1
）
吹
（
1
）

成
（
1
）
篤
（
1
）
遭
（
1
）
終
（
1
）
死
（
1
）
加
（
1
）

○
速
〔
会
l
J
 
t
　
　
昂
（
1
）

○
早
蕪
1
2
。
　
死
（
2
）
消
失
（
1
）
持
璽
1
）
出
見
（
1
）
去
（
1
）
起
（
1
）
給

（
l
）
来
（
1
）
蓬
（
1
）
返
（
1
）
蹄
（
1
）
至
（
1
）
絶
（
1
）
設

（
1
）
生
（
1
）
得
（
1
）
造
（
1
）

○
疾
1
、
飢
∴
　
成
悌
（
1
）
還
（
1
）

以
上
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
五
資
料
中
「
急
」
字
が
出
現
す
る
も
の
は
将
門

忠

記
の
み
で
あ
る
。
更
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
使
用
字
種
に
差
異
が
見
ら
れ

る
。
又
・
「
忽
」
　
「
俄
」
字
等
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
　
「
早
」

「
速
」
　
「
疾
」
字
と
寧
与
り
れ
る
。

次
に
、
各
資
料
に
つ
き
同
母
に
述
べ
て
み
る
。

先
ず
、
東
大
寺
祖
前
文
稿
で
は
、
凡
て
が
地
の
文
中
に
存
す
。
し
か
も
、

「
忽
」
字
に
1
榎
カ
し

糾
　
琵
旦
主
先
考
先
批
　
千
今
匠
旋
患
露
者
　
忽
令
解
脱
（
聖

の
如
く
、
使
役
表
現
が
拾
わ
れ
る
他
、

㈹
　
今
日
一
洒
之
功
社
　
救
洒
如
是
浮
芭
出
等
　
遠
紺
脱
十
八
泥
梨
　
令
招
人
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天
之
勝
利
（
聖

の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
、
表
出
す
る
位
置
・
下
接
す
る
動
詞
の
何
れ
の
使
い
分

け
も
明
確
で
な
い
。

裏
缶
寺
本
将
門
記
の
「
忽
」
字
は
地
の
文
中
に
あ
る
が
、
「
急
」
　
「
遠
」
字

の
全
例
と
、
「
早
」
字
の
十
例
小
六
例
が
地
の
文
中
に
あ
り
、
下
接
す
る
動
詞

に
よ
っ
て
も
使
い
分
け
は
施
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
堕
木
資
料
に

っ
い
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
。

日
本
感
や
遠
に
は
、
「
早
」
　
「
速
」
字
の
顆
が
殆
ど
な
く
、
虫
机
に
よ
り
・

表
出
す
る
位
置
・
下
接
す
る
動
詞
共
に
不
分
明
な
「
速
」
字
が
一
例
拾
わ
れ
る

の
み
で
、
他
は
凡
て
「
忽
」
字
に
期
す
る
も
の
で
占
め
ら
れ
る
。
仝
例
地
の
文

タ

チ

マ

チ

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ク

セ

ン

ト

中
に
存
す
。
又
、
「
ほ
忽
（
1
。
オ
7
）
」
の
仝
訓
附
訓
例
が
一
例
、
「
絹
然
（
q
ろ
l
）

の
左
傍
に
「
忽
也
」
「
綾
歌
（
7
ウ
2
）
」
の
割
註
に
「
模
式
竹
反
映
許
物
反

井
忽
也
」
の
訓
漢
字
が
あ
る
。

タ

チ

マ

チ

エ

タ

チ

マ

チ

一

t

　

ニ

ハ

カ

ニ

ニ

ハ

カ

ニ

こ
の
他
、
「
卒
研
」
「
率
」
「
率
爾
」
「
俄
堅
の
全
訓
附
訓
例
が
存
し
、

同
前
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。
尚
、
「
病
」
は
「
率
」
字
に
下
接
す
る
動
詞
と
し

て
、
「
死
」
は
「
慕
」
字
に
下
接
す
る
動
詞
と
し
て
見
出
さ
れ
る
。

高
山
寺
本
古
往
来
に
、
「
忽
」
　
「
急
」
字
は
共
に
現
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
、

「
突
然
」
の
意
は
「
俄
」
字
で
表
わ
し
、
「
す
ぐ
に
」
の
意
は
「
早
」
　
「
遠
」

字
で
表
わ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
も
地
の
文
中
に
あ
る
が
、
「
早
」
字

の
う
ち
、

シ

　

セ

ス

　

チ

ク

シ

　

ス

佃
　
更
以
無
二
不
論
他
事
早
可
参
入
（
聖

三

二

　

　

二

一

の
如
き
四
例
は
、
命
令
表
現
中
に
拾
わ
れ
る
。
こ
の
差
異
が
任
か
に
使
い
分
け

の
一
端
を
示
唆
し
て
い
る
。
但
し
、
「
早
」
字
は
、
当
該
例
の
よ
う
に
形
容
詞

「
ハ
ヤ
シ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

前
田
家
文
三
宝
桧
で
の
用
法
は
、
前
述
四
資
料
と
は
若
干
異
な
る
。
す
な
わ

ち
、
ほ
ぼ
日
本
霊
異
記
に
近
い
用
法
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
使

用
字
種
と
し
て
は
、
「
忽
」
字
十
六
例
、
「
俄
」
字
十
四
例
、
「
早
」
字
十
八

例
が
あ
る
外
、
「
疾
」
字
二
例
、
「
速
」
字
l
例
と
い
う
よ
う
に
、
極
め
て
限

定
さ
れ
て
い
る
。

又
、
「
早
」
宇
十
八
例
小
六
例
が
地
の
文
中
例
で
、

相
　
非
此
世
所
篤
白
長
生
被
駅
人
者
不
如
行
功
徳
早
死
　
（
中
8
ウ
1
1
）

の
よ
う
な
、
下
接
す
る
動
詞
に
「
死
」
も
二
例
見
え
る
な
ど
、
全
き
使
い
分
け

で
は
な
い
。
当
資
料
の
「
早
」
字
は
、

シ

　

ク

サ

　

　

ケ

ト

佃
　
此
事
忍
芝
草
去
拭
閏
往
れ
徳
山
（
上
1
5
ウ
1
）

l

　

　

　

一

　

　

一

の
如
く
、
形
容
詞
「
ハ
ヤ
シ
」
訓
が
当
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
帝
Ⅱ
異
記
と
以
上
の
資
料
と
を
比
べ
る
と
、
使
用
字
種
が

異
な
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
表
出
す
る
位
置
・
下
接
す
る
動
詞
等
で
大
き

な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
更
に
、
中
国
に
於
け
る
用
法
と
も
、
猶
異
な

り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
従
っ
て
、
日
本
㍍
異
記
に
は
、
も
と
も
と

同
時
代
の
東
大
寺
調
前
文
稿
等
と
異
な
る
、
又
、
内
容
面
・
文
章
の
性
格
面
で

近
似
し
た
他
資
料
と
も
異
な
る
、
独
自
の
用
法
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
度
取
り
上
げ
た
字
種
と
資
料
と
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
あ
く
ま
で
そ
の
範
囲
に
於
け
る
結
論
と
し
て
お
き
た
い
。

Ⅲ
　
将
門
記
に
於
け
る
用
法

将
門
記
に
は
、
周
知
の
如
く
、
共
に
院
政
時
代
頃
の
揖
写
と
さ
れ
る
楊
守
敬

（
H

旧
蔵
木
（
以
下
、
楊
守
敬
本
）
と
、
真
轟
寺
本
の
二
古
写
本
が
存
す
。
両
本
の
昏

写
年
代
は
、
日
本
中
Ⅱ
異
記
古
写
本
（
興
締
寺
本
を
除
く
）
　
の
そ
れ
と
近
く
、
比

粒
す
る
に
棟
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
将
門
記
両
木
に
は
、
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
異
同
が
極
め
て
多

⑬い
。
以
下
、
そ
の
分
析
を
行
い
、
霊
異
記
の
用
法
と
比
較
し
て
み
る
。
用
例
に
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は
、
凡
て
真
福
寺
本
を
用
い
、
楊
守
敬
本
は
㊥
と
略
し
た
。

尚
、
他
漢
字
の
分
析
は
先
に
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、

「
速
」
キ
［
控
ン
呼
に
メ
タ
ニ
碧
）
了
ク
　
　
，

軸
　
早
饗
多
細
　
停
此
　
耶
悪
逆
仰
偶
力
梯
彼
捕
堆
（
m

d

　

　

　

　

　

－

　

　

　

－

チ
　
タ
ケ
キ
　
チ
　
モ
ク
　
　
　
ハ
ナ
　
カ
ラ
キ
　
ラ

ス
ヤ
カ
一
－

㊥
乙
2
0
2
　
遠

ク
　
　
ル

チ

　

　

　

　

　

コ

ト

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

．

一

伸
　
子
春
丸
忽
食
陪
馬
之
宍
未
知
彼
死
（
1
6
6
）
㊥
甲
田
　
急

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

《

　

　

，

　

　

　

・

　

　

　

・

　

　

　

　

　

ニ

囲
　
千
時
将
門
急
問
此
由
告
捉
新
玉
彼
武
芝
等
非
我
近
親
之
中
　
（
2
～
3
）
　
㊥
甲

㈹
以
同
七
日
所
謂
敵
者
奪
猛
名
而
早
去
将
門
懐
酷
怨
而
暫
田
臭
．
（
‖

3
）

－
一
一

ク㊥
甲
1

8
早

の
例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
「
ハ
ヤ
シ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
に
留
め
る
。

A
南
本
が
「
忽
」
字

サ
一
一
カ
ノ
ニ
す
一

㈲
便
賜
一
興
焉
試
彼
女
本
心
忽
有
勅
歌
日
（
川
）
㊥
乙
2
3
3
忽

タ
チ
†
チ
エ

2

3

0

　

忽
シ
サ
レ
ン
ノ
　
ニ
　
サ
ハ
イ
チ
　
シ
テ
　
ク
　
l
一
ユ
　
　
　
l
t

幽
　
介
経
基
末
練
兵
道
驚
愕

シ
l
一
　
　
丁
ラ
バ

佃
　
屏
風
之
西
施
憩
融
　
裸

丁
ヤ
フ
ミ
ニ

危
　
　
（
3
0
3
）
㊥
乙
6
6

．

分
散
云
忽
閏
於
府
下
．

ニ
ス
ル
　
ハ
チ
ヲ

形
之
娘
府
0
中
之
通
俗

一
一

（
2
6
2
）
㊥
乙
1
3
　
急

】
　
（
上
）

モ
　
カ
ラ
ク
ル
ラ
ル
，

酷
常
雷
　
害
之．

サ

幽
　
以
十
九
日
姉
付
使
迫
於
官
堵

一

　

　

一

　

　

　

　

一

ー
l

（
3
3
4
）
㊥
乙
川
8
　
急

B
堰
が
「
色
疋
字
　
　
ノ
雪

的
　
昏
免
型
前
之
灼
命
急
成
出
餉
之
鳥
羽
　
（
飢
）
㊥
甲
1
　
急

一

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

一

一

－

　

　

　

　

　

－

一

　

・

チ

シ

ク

ー

ー

l

一

メ

　

チ

㈹
　
偽
将
門
告
1
人
以
前
同
年
十
月
十
七
日
火
急
上
道
便
蓼
公
屈
貝
奏
事
由
一
．
g
l
）

一
一
㊥
甲
．

2
諸
三
タ
ブ
l
l

㈲
其
日
将
門
急
努
脚
病
毎
事
提
l
股
（
間
）
㊥
甲
5
5
急

l
一
寸
サ
l
一
シ
ナ
ビ
も
カ
シ
ム
・

㈹
菅
率
胃
散
騎
之
兵
火
急
迫
征
（
禦
㊥
甲
1
7
7
火
急

．一
一
，
テ
レ
ル

㈹
　
擬
追
捕
之
問
急
　
提
妻
子
逆
波
於
下
総
園
竪
田
郡
之
次
（
聖
㊥
乙
1
3
　
急

－

　

　

　

　

．

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

タ
チ
マ
チ
ニ
　
　
　
　
チ
イ
　
　
　
・
ウ
ケ
タ
ハ
サ
ー
チ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

㈹
　
依
恐
官
符
急
－
然
上
道
　
砿
候
之
問
　
奉
　
仰
云
（
堕
）
㊥
乙
m
急
然

二

　

　

】

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

C
異
同
が
あ
る
も
の

D
の
一
本
の
み
に
あ
る
も
の
三
例
は
、
省
略
に
従
っ
た
。

前
述
の
如
く
、
将
門
記
の
「
忽
」
　
「
急
」
字
は
凡
て
地
の
文
中
に
存
し
、
表

出
す
る
位
置
で
の
使
い
分
け
は
な
い
。
下
接
す
る
動
詞
は
、
特
に
重
複
し
な
い

が
、
特
記
す
べ
き
動
詞
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
只
、
㈹
「
キ
ク
（
四
段
）
」
と

帥
「
キ
コ
ユ
（
下
二
段
）
」
と
が
、
「
聞
」
字
と
し
て
重
な
り
を
見
せ
て
い
る
。

又
、
何
の
如
く
、
「
突
然
病
気
に
な
る
」
と
い
う
文
意
を
示
す
部
分
に
、
其
福

一
一

寺
本
・
楊
守
敬
本
共
に
「
急
」
と
あ
り
、
下
接
す
る
動
詞
に
よ
る
使
い
分
け
も

存
さ
な
い
こ
と
が
判
る
。
従
っ
て
、
当
資
料
に
於
け
る
「
急
」
字
は
、
む
し
ろ

「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
か
「
キ
フ
ニ
」
か
で
読
ま
れ
、
「
忽
」
字
と
ほ
ぼ
同
義
で
使

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
混
用
は
、
師
の
「
急
然
」
に
於
い
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
タ
チ

マ
チ
ニ
」
と
附
訓
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
恐
ら
く
「
忽
然
」
と
の
混
用
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
両
字
の
混
用
は
熟
字
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

同
種
の
混
用
は
、
唐
大
和
上
東
征
伝
の
、
院
政
時
代
審
写
と
さ
れ
る
観
智
院
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什

一

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

」

t

本
甲
本
、
鎌
倉
時
代
後
期
書
写
と
推
定
さ
れ
る
叡
智
院
本
乙
本
、
及
び
南
北
朝

⑱

時
代
雷
写
と
さ
れ
る
高
山
寺
旧
蔵
本
の
間
に
於
い
て
も
散
見
づ
る
。
こ
の
中
に

は
、
先
の
「
急
然
」
も
一
例
存
し
、

′

タ

チ

マ

チ

ニ

シ

チ

　

　

　

　

　

　

タ

チ

†

チ

ユ

画
　
賛
軍
師
面
色
急
1
黙
悟
丁
悦
郎
翠
玉
（
甲
㍑
）
⑦
7
日
忽
養
．
高
1
4
オ
7
色
然

の
如
く
、
祖
智
院
本
甲
本
に
「
急
然
」
、
同
乙
本
に
「
忽
然
」
と
あ
り
、
双
方

「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
と
附
訓
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
何
れ
も
同
義
に
用

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
将
門
記
に
於
い
て
、
も
と
も
と
両
字
の
用
法
に
使
い
分
け
が

施
さ
れ
て
い
た
と
は
一
言
え
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
も
、
複
数
の
古
写
本
を
存

す
る
他
の
資
料
に
も
、
霊
異
記
同
様
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
し

か
も
、
そ
の
異
同
に
法
則
性
が
看
取
さ
れ
な
い
こ
と
も
、
霊
異
記
と
同
質
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
両
字
の
混
用
は
一
般
的
に
広
く
見
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
混
用
の
程
が
現
い
知
れ
る
。
今
後
、
更
に
別
資
料
に
於
け
る
混
用
の

度
合
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
、
む
す
ぴ

以
上
、
日
本
霊
異
記
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
用
法
、
そ
の
異
同
状
況

の
分
析
を
基
点
と
し
て
、
他
資
料
の
用
法
と
比
較
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
次
の
六
項
目
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

L
日
本
霊
異
記
に
於
け
る
「
忽
」
　
「
急
」
字
は
、
住
か
な
例
外
を
除
き
「
忽
」

字
が
地
の
文
中
、
及
び
会
話
文
の
説
明
表
現
中
、
「
急
」
字
が
会
話
文
の
命

令
衷
現
中
に
表
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
接
す
る
動
詞
に
も
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

乙
右
の
使
い
分
け
は
、
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
類
義
字
に
も
及
ん
で
お
り
、
為
に

そ
れ
ら
を
二
群
に
敢
然
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

乱
「
忽
」
　
「
急
」
字
は
、
前
述
の
用
法
、
並
び
に
文
意
、
訓
駅
の
附
さ
れ
た
状

況
に
よ
り
、
「
忽
」
字
に
は
「
タ
チ
マ
チ
1
こ
、
「
急
」
字
に
は
「
ス
ミ
ヤ

カ
ニ
」
訓
が
当
る
と
考
え
ら
れ
る
。

有
霊
異
記
の
「
忽
」
　
「
急
」
字
の
異
同
は
、
こ
の
使
い
分
け
の
基
準
に
よ
り
校

訂
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
又
、
異
同
状
況
で
、
真
福
寺
本
と
、
来
迎
院

本
・
前
田
家
本
・
国
会
本
と
の
問
に
差
異
が
あ
り
、
二
群
が
別
系
統
と
推
定

さ
れ
る
。
但
し
、
異
同
の
方
向
は
一
様
で
な
く
、
こ
の
点
、
「
丼
」
　
「
址
」

字
、
或
い
は
「
也
」
　
「
突
」
字
の
異
同
と
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。

5
．
正
格
漢
文
の
三
資
料
に
於
け
る
両
字
の
用
法
差
は
、
霊
異
記
の
そ
れ
に
や
や

近
い
が
、
猶
細
部
に
於
い
て
異
な
る
。
和
化
漢
文
で
は
、
現
存
本
前
田
家
本

三
宝
絵
に
幾
ら
か
の
使
い
分
け
が
見
受
け
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

和
化
撰
文
の
使
用
字
種
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
「
急
」
字
を
用
い
る
資
料
は

少
な
い
。

臥
霊
異
記
を
含
め
、
「
急
」
字
を
存
す
る
資
料
に
は
、
は
ぼ
「
忽
」
　
「
急
」
字

の
異
同
が
あ
り
、
中
に
は
、
「
忽
然
」
と
混
用
し
た
「
急
然
」
な
る
熟
字
も

あ
る
。
又
、
異
同
の
方
向
に
も
法
則
性
が
看
取
さ
れ
な
い
。

従
っ
て
、
先
述
し
た
如
く
、
日
本
霊
異
記
原
摂
本
の
「
忽
」
　
「
急
」
　
字
に

は
、
も
と
も
と
中
国
に
於
け
る
用
法
と
も
、
和
化
漢
文
資
料
の
用
法
と
も
異
な

る
、
明
確
な
使
い
分
け
が
施
さ
れ
て
お
り
、
撰
述
者
京
成
独
自
の
用
字
意
識
が

働
い
て
い
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
異
同
の
原
因
は
、
霊
異
記

自
体
の
伝
本
系
統
の
異
な
り
に
依
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
む
し
ろ
そ
れ
以
前

の
問
題
と
し
て
、
字
体
が
酷
似
す
る
が
た
め
の
誤
写
と
、
使
い
分
け
を
施
さ
な
い

周
辺
の
諸
資
料
に
於
け
る
混
用
の
影
響
と
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
更
に
、

異
同
の
方
向
が
一
様
で
な
い
こ
と
よ
り
推
せ
ば
、
当
代
（
殊
に
院
政
時
代
）
に
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於
い
て
、
両
字
が
字
義
を
混
然
と
さ
せ
た
ま
ま
で
共
存
・
使
用
し
て
い
る
こ
と

が
現
わ
れ
る
。

尚
、
附
訓
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
院
政
時
代
の
訓
点
資
料
で
あ
る
興
福
寺
本

⑬大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に

0
ホ
ウ
（
（
王
）
・
（
（
し
て
）
〓
（
里
チ
）
）
そ
I
ヤ
カ
オ
モ
フ

餌
錘
）
（
詣
シ
テ
錘
ヲ
譜
拘
）
三
預
［
（
下
欄
）
「
赴
」
］
カ
シ

コ
ロ
ホ
ヒ
チ
ハ

ム
、
至
ル
比
二
法
師
己
－
亮
リ
ク
リ
（
巻
第
十
⑥
Ⅲ
‖
・
「
タ
チ
マ
チ
エ
」

は
⑳
）

⑳

と
あ
り
、
又
、
別
字
な
が
ら
も
石
山
寺
蔵
本
大
店
西
域
記
長
究
元
年
点
に
、

l
刃
り
ヤ

、
カ

幽
妙
法
を
闇
（
く
に
）
垂
（
む
と
し
て
）
空
挺
－
化
に
従
（
ふ
）
。

タ
チ
ー
チ
ー
一

（
巻
第
七
1

0
2
）

と
拾
わ
れ
る
よ
う
に
、
同
二
撰
字
に
「
タ
チ
マ
チ
ニ
」
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
が
並

記
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
古
宇
賞
の
載
録
和
訓
と
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

混
用
の
度
合
が
測
り
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
漢
字
と
訓
と
の
対
応
関
係
の
国
語
史
的
把
也
は
、
爾
後
の
研
究
に

侯
ち
た
い
。

・
往①
拙
稿
「
『
来
迎
院
本
日
本
霊
異
記
』
に
於
け
る
『
井
』
字
と
『
址
』
字
の

用
法
」
、
『
鉦
倉
時
代
語
研
究
』
軍
転
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
。

⑦
拙
稿
冒
本
霊
異
記
古
写
本
の
比
較
に
些
つ
く
文
末
の
助
字
『
也
』
『
突
』

字
の
用
法
」
、
『
鋒
介
時
代
語
研
究
』
第
三
厨
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
。

◎
岩
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
』
視
輿
（
昭
和
十
三
年
、
古
典
保
存

会
）
。

同
資
料
は
、
小
林
芳
班
・
薫
島
裕
両
博
士
が
原
木
よ
り
移
点
せ
ら
れ
た

本
文
を
御
好
意
に
よ
り
悟
覧
し
、
移
点
、
使
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

『
天
理
図
書
館
蔵
金
剛
披
岩
経
集
験
記
』
校
製
（
昭
和
九
年
、
同
十
年
、
．

古
典
保
存
会
）
。

◎
『
前
田
家
蔵
長
治
二
年
点
異
境
記
』
複
製
、
（
昭
和
十
二
年
、
前
田
育
徳

財
田
）
。
冥
報
記
に
は
他
に
高
山
寺
本
が
あ
り
、
同
本
と
の
校
合
は
必
須
で
あ
る

が
、
未
見
で
あ
る
。

◎
『
法
華
経
二
子
索
引
』
　
（
昭
和
五
十
二
年
、
東
洋
哲
学
研
究
所
）
附
戟
本

文
。平
安
時
代
後
期
の
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
本
文
と
の
間
に
は
、

「
忽
」
　
「
急
」
字
の
異
同
は
窮
取
さ
れ
な
い
。

◎
奇
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
宮
太
無
二
』
　
（
昭
和
四
十
四
年
）
。

⑦
註
◎
拙
稿
、
1
～
9
・
1
6
0
頁
参
照
。

㊥
『
日
本
感
㌶
銀
久
安
三
年
点
』
柁
製
、
（
昭
和
三
十
三
年
、
帯
門
文
庫
）
。

◎
『
前
田
家
蔵
三
宝
絵
』
複
製
、
（
昭
和
十
年
、
前
田
育
穂
財
団
）
。

⑳
中
田
祝
夫
『
東
大
寺
祖
翫
文
稿
の
悶
語
学
的
研
究
』
　
（
昭
和
四
十
四
年
、

風
間
雷
房
）
所
収
本
文
。

⑩
『
真
轟
寺
本
将
門
記
』
柁
製
、
（
大
正
十
三
年
、
古
典
保
存
会
）
。

⑫
『
高
山
寺
本
古
往
来
・
表
白
集
』
（
昭
和
四
十
七
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）

所
収
本
文
。

⑬
　
上
代
和
化
潰
文
資
料
の
古
事
記
（
貢
福
寺
本
）
　
に
は
、
「
忽
」
字
は
「
級

忽
」
と
し
て
三
例
、
里
芋
と
し
て
四
例
存
し
、
凡
て
地
の
文
中
に
拾
わ
れ

る
。
「
急
」
字
は
、
次
の

○
今
急
往
此
水
門
以
水
洗
汝
身
（
上
3
1
0
）

一
例
が
会
請
文
の
命
令
表
現
中
に
あ
り
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
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る
。
他
の
、
会
話
文
中
二
例
、
地
の
文
中
三
例
は
、
「
ス
、
、
、
ヤ
ケ
シ
」

「
エ
バ
カ
ニ
」
訓
と
考
え
ら
れ
る
。
「
急
」
字
は
、
常
陸
国
風
土
記
に
も

二
例
拾
わ
れ
る
。

尚
、
平
安
時
代
の
古
記
録
に
於
け
る
「
急
」
字
は
、
ほ
ぼ
「
火
急
」
「
危

急
」
「
急
々
」
等
の
熟
字
に
限
定
さ
れ
、
「
ス
ミ
ヤ
カ
1
こ
訓
は
「
早
」

「
遠
」
字
に
当
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
『
揚
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
』
複
製
、
（
昭
和
三
十
年
、
貴
重
古
典
籍
刊
行

会
）
。

⑮
　
将
門
記
二
本
で
は
、
他
漢
字
に
関
し
て
さ
ほ
ど
の
異
同
は
見
受
け
ら
れ

な
い
。
註
◎
拙
稿
1
7
4
頁
参
照
。

⑯
『
観
智
院
本
唐
大
和
上
東
征
伝
甲
本
』
校
輿
　
（
昭
和
六
年
、
古
典
保
存

会
）
。

⑳
『
同
乙
本
』
複
製
、
（
昭
和
三
十
八
年
、
東
大
寺
）
。

⑩
『
高
山
寺
旧
蔵
唐
大
和
上
東
征
伝
』
榎
輿
　
（
昭
和
十
一
年
、
貴
重
回
書

影
本
刊
行
会
）
。

⑲
桑
島
裕
『
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文

欝
）
」
（
昭
和
四
十
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
。

築
島
博
士
は
、
同
番
2
2
頁
に
て
、
⑥
点
と
⑲
点
と
は
同
じ
頃
、
同
じ
加

点
者
（
僧
済
賢
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
用
例
餌
の
持

つ
意
味
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
中
田
祝
夫
冒
典
本
の
国
語
学
的
研
究
（
訳
文
軍
』
　
（
昭
和
三
十
三

年
、
講
談
社
）
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
に

於
い
て
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
補
訂
し
、
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

席
上
、
終
始
御
指
導
戴
い
た
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
、
増
田
欣
先
生
、
松

本
光
隆
氏
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
折
り
に
ふ
れ
室
山
敏
昭
、

佐
々
木
駿
先
生
、
菅
原
矩
夫
氏
か
ら
御
助
言
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
奉
る
。

（
昭
和
五
十
五
年
九
月
廿
三
日
）

－
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－
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